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（別記） 

染毛剤の表示・広告に関する自主基準 

 

染毛剤は、適切な使用方法に従って使用される必要のある製品であり、その表示・広告に

あたっては、使用者に誤った情報を与えることのない様にじゅうぶんな注意が必要である。

本自主基準は、医薬部外品である染毛剤に適用される。 

医薬部外品である染毛剤には、酸化染毛剤、非酸化染毛剤及び脱色剤・脱染剤が含まれる。 

 

１．「簡便」「手軽」「安心」等の表現について。 

医薬部外品である染毛剤は承認された使用方法に従ってじゅうぶん注意して使用される必

要がある。従って、医薬部外品である染毛剤（酸化染毛剤、非酸化染毛剤及び脱色剤・脱

染剤）の表示・広告において、安易に「簡便」「手軽」「安心」と表現することは適当でな

い。 

しかし、製剤上の特徴や容器等について、事実であり、かつ安全性の保証にならない範囲

で、「使用方法が簡単」という趣旨の表現は差し支えない。 

 

２．「やさしい」「マイルド」等の表現について。 

医薬部外品である染毛剤について、「やさしい」「おだやか」「マイルド」「ソフト」並びに

これらの同義語は、安全性を保証する表現に該当すると考えられるので使用しないこと。 

ただし、「染毛した髪の色調」「剤型」「使用感触」「使用方法」「香り」に限定した範囲での

み使用が可能である。 

また、上記の用語以外についても、安全性を保証または強調する表現を行わない様じゅう

ぶんに留意すること。 

 

３．配合成分に関する表現について。 

有効成分以外の配合成分について標榜する場合、当該成分の特徴、配合目的について、事

実であり染毛剤の効能・効果について誤認を与える表現でなければ差し支えない。 

ただし、製品の安全性を保証する表現、並びに当該成分の作用が製品の効能・効果又は作

用であるとの誤認を与える表現を行ってはならない。 
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１．「簡便」「手軽」「安心」等の表現に関する事例 

不適当とされる事例 

No. 事例 解説 

１ 簡単（手軽）に染められます。 

簡単（手軽）にブリーチ（脱色）できま

す。 

酸化染毛剤及び非酸化染毛剤は、使用法に

留意して使用する必要があるとともに、使

用前に毎回パッチテストを行う必要のある

製品である。従って、「簡単」「手軽」等を

標榜することは、パッチテストが不要であ

る等の誤認を与えるおそれがあり、不適当

である。 

また、脱色剤、脱染剤は、パッチテストの

必要はないが、使用法に従って注意して用

いられる必要があり、「簡単」「手軽」等を

標榜することは、用法について誤認を与え

るおそれがあり、不適当である。 

２ 初めての方でも安心して使用できます。 医薬部外品である染毛剤（酸化染毛剤、非

酸化染毛剤及び脱色剤・脱染剤）は、使用

法を誤ると毛髪等の損傷をまねくおそれが

ある。また、酸化染毛剤及び非酸化染毛剤

は前項で述べた様に事前にパッチテストの

必要のある製品である。｢安心｣等の標榜は、

消費者に製品の使用にあたって必要な注意

事項について誤認を与えるおそれが大きい

ので、不適当である。 

 

差し支えない事例 

No. 事例 解説 

１ 部分染めが簡単 使用法に関する説明であり、安全性に関し

て誤認を与えるおそれがないので差し支え

ない。 

２ リタッチに便利 同上。 

３ 簡単に使える容器 容器に関する説明であり、安全性に関して

誤認を与えるおそれがないので差し支えな

い。 
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２．「やさしい」「マイルド」等の表現に関する事例 

不適当とされる事例 

No. 事例 解説 

１ 髪（頭皮）にやさしい（マイルドな）ヘ

アカラー。 

医薬部外品である染毛剤（酸化染毛剤、非

酸化染毛剤及び脱色剤・脱染剤）の作用は、

毛髪（頭皮）に対する影響を全くないもの

とすることは不可能と考えられる。「髪（頭

皮）にやさしい（マイルド）」等と標榜する

ことは、消費者に毛髪（頭皮）に対する影

響がないものとの誤認を与えるものと考え

られ、安全性の保証に該当するので不適当

である。 

※髪と頭皮を併記しても同じである。 

２ 髪（頭皮）を傷めない○○カラー。 同上 

 

差し支えない事例 

No. 事例 解説 

１ やさしい○○色 「やさしい」が染めた色の説明であり、安

全性の保証には該当しないので差し支えな

い。 

２ やさしい色に染めるヘアカラー 同上。 

３ やさしい使用感触のヘアカラー 「やさしい」が使用感触の説明であり、安

全性の保証には該当しないので差し支えな

い。 

４ マイルドな使いごこちのヘアカラー 「マイルド」が使用感触の説明であり、安

全性の保証には該当しないので差し支えな

い。 

５ ソフトな泡のヘアカラー 「ソフト」が剤型上の特徴の説明であり、

安全性の保証には該当しないので差し支え

ない。 

６ やさしい香りのヘアカラー 「やさしい」が香りの説明であり、安全性

の保証には該当しないので差し支えない。 
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３．配合成分に関する表現の事例 

不適当とされる事例 

No. 事例 解説 

１ アルカリフリーでマイルドです。 

※「○○フリー」の言換え事例 

ノン○○、○○無配合、○○無添加 な

ど 

アルカリフリーである事実は、毛髪（頭皮）

に対する影響が少ないこと（マイルド）を

保証するものではない。従って、○○でマ

イルドの表現は、安全性に対して誤認を与

える表現であり、安全性の保証に該当する

ので不適当である。 

単に「無添加」、「無配合」などの表現につ

いては、何を添加してないのか不明であり、

不正確な表現となるとともに、安全性の保

証的な表現につながるおそれがあるので認

められないが、添加していない成分等を明

示して、かつ、保証的にならない限りにお

いては表現しても差し支えない。 

また、成分を配合していない表現（無香料、

無着色等を含む）については、事実であり、

必要以上に強調せず、安全性の保証的、他

社の製品のひぼう的表現にならない限りに

おいては表現しても差し支えない。 

２ 毛髪保護成分○○（成分名）配合で髪に

マイルドです。 

成分の作用が事実であっても、製品の安全

性を保証する表現であり、不適当である。 

  

差し支えない事例 

No. 事例 解説 

１ 毛髪保護成分配合 配合成分の作用の説明であるので差し支え

ない。 
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